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“エッセンシャルワーク”や
実存の【生体ケア】の

場と手が必要

時間と場所の制約
から

自由になった？

改めて 我々には
「身体」があり，

「身体のケアを行う
物理的な場所」が必要不可欠であるという現実

生体ケア
の必要性

実存の
場所

「住まい」
という基盤

2020年初春からのCOVID-19パンデミック
オ
ン
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学校や職場など
「ほぼ毎日通うとこ
ろ」の近くに住まい

を構える
↓

人口集中／人口偏在
住まい環境の貧弱化

や
「介護難民」

「待機児童」など
↓

リモートワーク，
リモート就学が
できるならば

就労就学起点でなく
住まい中心で生活を
組み立てられる？

保育所や学校，高齢者通所施
設，生活基盤施設の閉鎖で

「仕事が回らない」「暮らし
が回らない」
↓

かつてそうであったように「住まい」を中心に
人の暮らしのあり方に立ち帰る蓋然性も示唆
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住まい（ケアと再生産）を
中心にした社会モデル

経済的生産
＋

社会的再生産



１．特殊解が「モデル」になる
- 汎用モデルというより特殊解
- パッケージ（組み合わされたもの）そのもの ではな
く 組み合わせという解法
- 固有性，文化

２．複合的な課題を複合的に解く
- 複合的な課題を複合的に解く
- 切り分けてきた ことを発見し，切り分けられないこ
とや切り分けることで生じていた現象を見つける

３．「じゃない」と「組み合わせ」
- 組み合わせが隙間を埋め，ハブをつくる



１．特殊解が「モデル」になる
- 汎用モデルというより特殊解
- パッケージ（組み合わされたもの）そのもの ではな
く 組み合わせという解法
- 固有性，文化 … 存続と選択の理由

２．複合的な課題を複合的に解く
- 複合的な課題を複合的に解く
- 切り分けてきた ことを発見し，切り分けられないこ
とや切り分けることで生じていた現象を見つける

３．「じゃない」と「組み合わせ」
- 組み合わせが隙間を埋め，ハブをつくる

事例：那須まちづくり広場



事例：ライフメディカルケアいずみ

対象者を限定した，「専門／専用」的施設から
複合的な「コミュニティ（関係性）」に回帰していく



２．複合的な課題を複合的に解く
- 複合的な課題を複合的に解く
- 切り分けてきた ことを発見し，切り分けられない
ことや切り分けることで生じていた現象を見つける

福岡伸⼀による動的平衡の「ベルクソンの弧」
モデル 福岡伸一：動的平衡，木楽舎，2009

積極的複合化（ごちゃまぜ／共生），
積極的変 化（挑戦／試行／再編）
積極的連 携（協働／巻き込み）による

「モデル」づくり

c.f.あんしんハウス／NPOグリーンライフ…住まいをめぐる「重層的支援モデル」



MV：メディカルヴィレッジ事業
一般社団法人地域包括ケア研究所＋
小野路宿メディカル・ヴィレッジ事業



一般社団法人地域包括ケア研究所＋
小野路宿メディカル・ヴィレッジ事業

• 複合的な地域課題の，複合的な解決／軽減
– 「自分らしさ」を大切に（コミュニティあり
きでなく，個人が尊重されることでコミュニ
ティが継続する）

• 地域で暮らし続けることの支援（ターミナ
ル期でも自宅で住み続けられる選択肢）
– 顔の見える安心感のなかでの選択
– 医療へのつなぎ，ワンクッション

• 「ごちゃまぜ型」で実施
– 社会はそもそも多様な人々で構成されている
– 関係性のつなぎになるテーマ／活動を設定
– 利用のハードルを下げて，みんなでこの場所
をつくろうという機運につなげる

• 地域にもともとあった文化や関係，価値観
を活かす

• バックアップ施設（病院）の採用につなが
る「効果」（複合化の間接的な効果）

子どもの事業

障害者の事業

高齢者の事業

自主事業

事業連携・相互乗り入れによる
黒字になる「規模」の確保と利用効率up

コミュニティネット／コミュニティプレイス



３．「じゃない」と「組み合わせ」
- 組み合わせが隙間を埋め，ハブをつくる

「じゃない」のちから
見たことがない = 新規性

このアレンジはすごい ＝ 地域等に応じたカ
スタマイズ

やってみたい ＝ 変化を誘発する

「組み合わせ」のちから
多様なサービスの組み合わせによる 事業全体

の安定性
相互の利用者呼びこみ 等の効果

今まではつながれなかった人を呼び込む
特異性・オリジナリティ ＝ 選ばれる理由

オ ル タ ナ ティ ブ ス



［公，共，私，個］の層移転である「変化」は，「場」のあり
方の多様性，利用者や行為の可能性を増やす
→「はずれ者が進化をつくる」
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場所

「場所」のちから
住まい方（暮らし），社会のあり方が可視化されている
位置を持つ物理的な空間（所）であると同時に，意味の空間（場）
住まい＝住宅＋暮らし＋（相互の）支援＋関係性



１．特殊解が「モデル」になる
- 汎用モデルというより特殊解
- パッケージ（組み合わされたもの）
そのもの ではなく 組み合わせとい
う解法
- 固有性，文化

２．複合的な課題を複合的に解く
- 複合的な課題を複合的に解く
- 切り分けてきた ことを発見し，切
り分けられないことや切り分けること
で生じていた現象を見つける

３．「じゃない」と「組み合わせ」
- 組み合わせが隙間を埋め，ハブをつ
くる


